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門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、門真市補助金等交付規則（昭和43年規則第19号。以下「規則」

という。）第17条の規定に基づき、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業指定

校区（豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業（以下「事業」という。）の実施のため

に門真市教育委員会が指定する中学校区をいう。以下「推進校区」という。）に対し、

予算の定める範囲内において、補助金を交付することにより、学校、家庭及び地域

が一体となって事業に取り組み、もって子どもたちの確かな学力、豊かな人間性及

び健やかな体をはぐくむことを目的とする。 

（交付期間） 

第２条 補助金の交付期間は、平成26年度及び平成27年度とする。 

（補助対象事業） 

第３条 補助金の交付対象となる事業は、次に掲げる事業及びそれらに付随する活動

に関する事業とする。 

⑴ 学校、家庭及び地域が一体となって、協働することができる体制の構築に関す

る事業 

 ⑵ 子どもの自己肯定感・意欲を高める取組に関する事業 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、１推進校区当たり200,000円以内とする。 

（交付の申請） 

第５条 補助金の交付を受けようとする推進校区の代表者（以下「申請者」という。）

は、市長が別に指定する期日までに、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業

補助金交付申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて市長に申請しなけれ

ばならない。 

 ⑴ 事業計画書 

 ⑵ 予算書 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（交付の決定等） 

第６条 市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、補助金
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の交付の可否を決定するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により、補助金の交付を決定したときは、門真市豊かな人間

性をはぐくむ取組推進事業補助金交付決定通知書（様式第２号）により、申請者に

通知し、速やかに交付するものとする。この場合において、市長は、当該補助金の

交付について条件を付することができる。 

３ 市長は、第１項の規定による審査の結果、補助金を交付しないことを決定したと

きは、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金不交付決定通知書（様式

第３号）により申請者に通知するものとする。 

 （事業計画の変更） 

第７条 前条第２項の規定により交付の決定を受けた申請者（以下「補助事業者」と

いう。）は、補助金の交付の決定を受けた後やむを得ない理由により事業内容の全部

又は一部を変更しようとするときは、直ちに門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推

進事業計画変更承認申請書（様式第４号）を市長に提出し、その承認を得なければ

ならない。 

（実績報告） 

第８条 補助事業者は、事業終了後30日以内に、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組

推進事業実績報告書（様式第５号）に、次に掲げる書類を添えて、市長に提出しな

ければならない。 

 ⑴ 事業実績調書 

 ⑵ 決算書 

 ⑶ 前号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

 （補助金の精算） 

第９条 市長は、前条の規定による報告を受けた場合は、その内容を審査し、当該報

告に基づき計算された補助金の額が、既交付額を超えるとき又は満たないときは、

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金の追加交付（返還）について（様

式第６号）により、その差額を追加交付し、又は返還させるものとする。 

 （交付決定の取消し等） 

第10条 市長は、補助事業者が規則第15条各号に掲げる事由に該当したときは、補助

金の交付決定の全部又は一部を取り消すとともに、既に交付したものについては、

期限を定めて当該取消しに係る補助金の返還を補助事業者に命ずることができる。 



3 

 （帳簿の作成） 

第11条 補助事業者は、事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収

入及び支出について証拠書類を整理し、かつ、当該帳簿及び証拠書類を事業の完了

の日（事業の中止又は廃止の承認を受けた場合には、その承認を受けた日）の属す

る年度の終了後10年間保管しておかなければならない。 

（細目） 

第12条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

      附 則 

  この要綱は、平成26年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第５条関係） 

 

年   月   日 

門真市長（氏    名）様 

 

門真市立    学校 

校長       印 

 

 

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付申請書 

 

年度において、豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業を実施したいので、門

真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付要綱第５条の規定により下記の

とおり補助金の交付を申請します。 

 

 

記 

 

 

  １  補助金交付申請額            金             円 

 

  ２  添付書類  ⑴ 事業計画書（別紙１） 

         ⑵ 予算書（別紙２） 

         ⑶ 市長が必要と認める書類 
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様式第２号（第６条関係） 

門真市（    ）指令第  号 

 

門真市立    学校 

校長         

 

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付決定通知書 

 

    年 月 日付けで申請のあった門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業

補助金については、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付要綱第６

条第２項の規定に基づき、次のとおり決定し、交付する。 

 

 

    年  月  日 

 

門真市長（氏    名） 印 

 

記 

 

 

補助金交付決定額   金            円 
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様式第３号（第６条関係） 

 

年   月   日 

 

（氏    名）様 

 

門真市長（氏    名） 印 

 

 

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金不交付決定通知書 

 

    年 月 日付けで申請のあった門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業

補助金については、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付要綱第６

条第３項の規定に基づき、次のとおり不交付と決定する。 

 

 

 

記 

 

 

 

   不交付とする理由 
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様式第４号（第７条関係） 

年   月   日 

 

門真市長（氏    名）様 

 

門真市立    学校 

校長       印 

 

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業計画変更承認申請書 

 

 標記の件について、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付要綱第

７条の規定により計画の変更をしたいので、次のとおり申請します。 

 

 

記 

 

１ 申請年月日        年   月   日 

 

２ 決定年月日        年   月   日 

 

３ 変更理由 

 

４ 変更内容 
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様式第５号（第８条関係） 

年   月   日 

門真市長（氏    名）様 

 

門真市立    学校 

校長       印 

 

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業実績報告書 

 

 標記の件について、門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金交付要綱第

８条の規定により、関係書類を添えて報告します。 

 

 

記 

 

１ 補助金交付決定額 金           円 

 

２ 補助金所要額   金           円 

 

３ 添付書類 ⑴ 事業実績調書（別紙３） 

⑵ 決算書（別紙４） 

⑶ 市長が必要と認める書類 
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様式第６号（第９条関係） 

門真市（    ）指令第  号 

 

門真市立    学校 

校長         

 

門真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金の追加交付

（返還）について 

 

    年  月  日付け門真市（    ）指令第  号で交付の決定をした門

真市豊かな人間性をはぐくむ取組推進事業補助金は、門真市豊かな人間性をはぐくむ

取組推進事業補助金交付要綱第９条の規定に基づき、次のとおり清算する。 

 

    年  月  日 

 

門真市長(氏    名) 印 

 

記 

 

          補助金確定額  金           円 

 

          支 払 済 額  金              円 

 

          精  算  額    金            円 

 

    年  月  日までに上記精算額について追加交付する（返還を求める。）。 
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平成２５年度門真市教育フォーラム報告 

―学校・家庭・地域みんなの力で門真の子どもたちに高い学力と豊かな心を！― 

 

１． 実施日 平成２６年２月２６日（水）午後２時～４時４５分 

２． 会場  門真市立速見小学校 

３． 内容  ・４年生国語「木竜うるし」公開授業 

         授業者：速見小学校 田中 麻由子 教諭 

    ・速見小学校教職員による研究討議 

    ・ＰＴＡ協議会による「学びのススメ」プロジェクト実践報告 

      報告者：市ＰＴＡ協議会 会計 川村 早余子 氏 

    ・講演会「門真市の今後の学力向上にむけて」 

      講師：関西外国語大学 角野 茂樹 教授 

４． 参加者数 ３７８名 

５． 成果と課題   

  ＜成果＞ 

○門真市のめざす、言語活動を柱とした活用型の国語科授業のあり方と、全 

 教職員が役割分担し、授業を分析する研究討議の一つのあり方を示すこと 

 ができた。 

○市ＰＴＡ協議会と協同作成した「門真市学びのススメ」とそれを活用した 

プロジェクトについて、学校教職員、保護者、地域の方々に広く周知する 

ことができた。 

   ○角野教授の講演会により、これまでの門真市の取組の成果を共有し、授業 

や子どもの見方、家庭学習のあり方、今後の門真市の学力向上に向けた新 

たな課題を知ることができた。 

  ＜課題＞ 

   ○参加者からは、会場の音響設備が悪く、授業者や発表者の発言が聞き取り

にくかったとの感想が多かった。 

   ○公開授業については、国語という教科の難しさもあり、参観者には十分に 

授業のポイントが伝わらない面もあった。また、研究討議も 20 分と短く、 

全体像をつかみにくかったのではないかと考える。フォーラムの場で、市 

教委の伝えたい内容を効果的に伝える手法を検討する必要がある。 

   ○学力向上対策委員会の具体的提言のうち、24、25 年度は、「授業改善」「家 

庭学習の改善」に焦点化したフォーラムを実施した。来年度は、「生徒指 

導の改善」（特に中学校）について共有できるフォーラムを実施したい。 

   ○教育フォーラムについては、来年度を一つの節目として、目的と効果等を 

評価し、内容やスタイルを再検討したい。 
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第３回門真市中学生英語プレゼンテーションコンテスト 

 開催日   平成 26 年２月 23 日（日）午後 1時 

 会 場   門真市民文化会館ルミエールホール小ホール 来場者数  205 人 

 応募者数  386 人 

第２中 第３中 第４中 第５中 第７中 門真はすはな中 合計 

２ 138 １ 142 82 21 386 

【一次審査（書類）通過者】31 名 【二次審査（面接）通過者】18 名（うち 1名辞退） 

 受賞者 最優秀賞１名・優秀賞８名・奨励賞８名 計 17 名 

      学校 学年 氏 名 日本語タイトル 英語タイトル 

最優秀賞 

門真はすはな中学校 1 年 石居 亜理沙 戦争のおそろしさ Horrors of war 

優秀賞 

第七中学校 2 年 石原 朋幸 僕の宝物の友達 My treasure is friends. 

第五中学校 2 年 永田 一馬 僕の夢 My dream 

第五中学校 2 年 和田 梓 勇気を出せば何でも出来る！ We can do anything if we have the courage! 

第七中学校 2 年 草刈 翔太 言葉は人の心を変える The words change the heart of the person. 

第五中学校 2 年 青木 玲美 共通の趣味 Common hobby 

第三中学校 2 年 龍里 澪奈 繋がりと思い出 A connection and memory  

第五中学校 2 年 白濱 咲紀 私の大好きなものと尊敬する人。 My favorite thing and those that respect 

第四中学校 2 年 木村 帆乃夏 コミュニケーションが世界を変える Communication can change the world. 

奨励賞 

門真はすはな中学校 1 年 澤井 紀乃楓 私の将来の夢 Dream of my future 

第七中学校 1 年 山口 佳乃 平和を続けていくために。 How to keep the peace 

第七中学校 1 年 小田 麻友夏 未来のために私達に出来ること。 The measures that we can do the future 

第七中学校 2 年 中道 さくら 私の宝物は誰も持っていない Nobody has my treasure. 

第五中学校 2 年 吉迫 夕芽奈 私の家族 My family 

第三中学校 2 年 林 ひかり 明日の自分に For tomorrow’s myself 

門真はすはな中学校 2 年 加納 七菜 魔法の絵 A magic picture 

門真はすはな中学校 2 年 西野 佳奈子 テニスをしよう Let’s play tennis. 

 最優秀賞、優秀賞９名は海外派遣研修候補生として、５月から事前研修に臨みます。（予定） 
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